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5 _ 18 17 
毛同幽犯
奇宿伏鯨
観 朕雑時
象 h 百孤
犀」 五種軒
毛同幽狂
奇上扶鯨
は、~ n寺
象の百に
犀、極孤
を を り
恨み 雑軒F
ヮ り
，2 
6
羽
怪
見
鵬
鳩
羽
怪
は
鴨
鳩
を
見
る
な
ど
、
奇
怪
な
動
物
た
ち
に
跳
梁
さ
せ
て
恐
怖
を
か
き
た
て
る
こ
と
に
、
韓
愈
は
は
な
は
だ
熱
心
で
あ
る
。
し
か
し
ま
た
一
方
で
「
叉
魚
し
詩
(
貞
元
二
十
一
年
)
の
よ
う
に
、
か
の
地
独
特
の
漁
法
に
つ
い
て
詳
細
に
観
察
し
た
写
実
的
な
作
も
あ
る
。
ま
た
後
年
内
潮
洲
流
『
討
}
舗
の
際
に
は
、
「
初
め
て
南
食
し
て
元
十
八
協
律
に
始
る
」
詩
(
元
和
十
四
年
)
の
中
で
、
南
方
産
の
奇
怪
な
食
用
魚
介
類
を
一
つ
ひ
と
つ《お
}
記
し
て
い
る
し
、
同
じ
時
的
「
柳
柳
州
の
蝦
慕
を
食
、
つ
に
答
う
」
詩
で
は
蝦
基
を
仔
細
に
描
写
し
て
、
お
余
初
不
下
喉
余
は
初
め
喉
に
下
ら
ず
も
Mm
近
亦
能
梢
梢
近
ご
ろ
亦
た
能
く
柑
柑
た
り
と
、
こ
わ
ご
わ
と
口
に
し
て
い
く
様
子
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
て
見
て
く
る
と
、
韓
愈
の
南
方
異
物
に
対
す
る
態
度
に
は
一
種
恐
い
も
の
見
た
さ
に
も
似
た
と
こ
ろ
が
あ
る
か
の
よ
う
だ
。
「
劉
生
」
詩
的
こ
の
部
分
で
も
「
青
鯨
」
「
怪
魅
」
「
鮫
札
」
「
山
移
」
「
狸
狸
」
と
い
っ
た
語
を
ち
り
ば
め
て
、
南
方
の
異
様
な
雰
囲
気
を
あ
お
り
た
て
つ
つ
、
そ
こ
に
は
魁
魅
政
息
す
る
世
界
に
対
す
る
韓
愈
の
好
奇
の
念
が
う
か
が
わ
れ
る
と
思
う
。
き
て
、
放
務
に
身
を
ま
か
せ
て
い
る
う
ち
に
、
劉
師
命
も
気
が
付
け
ば
頭
に
白
い
も
の
を
戴
く
年
に
な
っ
て
い
た
。
(
印
刷
此
)
仕
え
る
人
に
も
め
ぐ
り
あ
え
ず
、
国
へ
も
帰
れ
ず
、
結
局
陽
山
の
韓
愈
の
も
と
へ
身
を
寄
せ
る
。
(
m
l
m
)韓
愈
に
手
ほ
ど
き
を
受
け
て
研
鍛
を
積
む
こ
と
一
年
、
仕
官
の
階
梯
に
就
く
準
備
が
で
き
た
。
(
m
l
m
)
こ
の
よ
、
つ
に
詩
は
劉
師
命
が
長
い
放
浪
生
活
か
ら
足
を
洗
い
、
正
道
に
就
く
べ
く
回
帰
す
る
と
こ
ろ
で
閉
じ
ら
れ
て
い
る
。
孟
郊
・
慮
企
の
詩
の
中
で
韓
愈
は
自
分
を
ま
と
も
な
人
聞
の
立
場
に
置
い
て
い
た
よ
う
に
、
こ
こ
で
も
士
大
夫
と
し
て
の
生
き
方
を
教
え
喰
す
役
に
ま
わ
っ
て
い
る
。
事
実
、
「
後
進
を
引
き
致
す
」
(
李
搭
『
国
史
補
』
巻
上
)
こ
と
に
熱
心
だ
っ
た
韓
愈
の
、
陽
山
に
お
け
る
「
韓
門
弟
子
」
(
同
上
)
で
劉
師
命
は
あ
っ
た
わ
け
だ
が
、
詩
的
過
半
は
劉
師
命
の
放
浪
の
叙
述
に
賛
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
劉
師
命
の
よ
う
な
士
大
夫
の
道
か
ら
逸
脱
し
た
人
間
に
対
し
て
、
そ
し
て
そ
の
半
生
に
わ
た
る
流
浪
に
対
し
て
、
深
く
共
感
す
る
も
の
が
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
韓
愈
が
流
浪
、
遍
歴
と
い
う
も
の
に
格
別
の
興
味
を
抱
い
て
い
た
こ
と
は
、
ほ
か
の
作
品
の
中
に
も
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
「
恵
師
を
送
《
勾
》
る
」
詩
(
貞
元
二
十
年
)
は
、
や
は
り
陽
山
で
知
っ
た
遍
歴
僧
窓
師
を
送
別
す
る
詩
で
あ
る
が
、
-
忍
師
浮
屠
者
2
乃
是
不
婦
人
3
十
五
愛
山
水
4
超
然
謝
朋
親
5
脱
冠
孤
頭
髪
6
飛
歩
遺
脱
盛
思
師
は
浮
屠
の
者
な
る
も
乃
ち
是
れ
不
織
の
人
十
五
に
し
て
山
水
を
愛
し
超
然
と
し
て
朋
親
を
謝
す
冠
を
脱
ぎ
て
頭
髪
を
摘
。
の
ζ
飛
歩
し
て
股
座
を
遣
す
仏
徒
で
あ
る
惑
師
の
、
仏
法
帰
依
の
面
よ
り
も
現
世
を
脱
し
た
面
か
ら
そ
の
人
簡
を
紹
介
し
、
以
下
、
四
明
山
、
天
台
山
、
所
江
、
鹿
山
、
羅
浮
山
、
連
州
を
経
て
陽
山
に
至
る
ま
で
の
遍
歴
を
記
し
て
、
更
に
こ
こ
で
送
別
し
た
後
に
経
過
す
る
で
あ
ろ
う
九
疑
山
、
衡
山
、
嵩
山
、
華
山
の
行
程
を
全
八
十
六
句
に
わ
た
っ
て
述
べ
て
い
る
。
窓
師
の
名
山
歴
訪
は
実
際
に
は
仏
道
修
業
の
行
脚
で
あ
り
、
中
に
詳
し
〈
描
か
れ
て
い
る
天
台
山
絶
頂
に
お
け
る
務
明
の
奇
観
も
、
惑
師
に
制
と
っ
て
は
一
つ
の
宗
教
的
体
験
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
が
、
韓
愈
の
H
筆
は
仏
教
と
の
関
わ
り
に
は
触
れ
ず
に
、
終
始
し
て
「
不
開
輔
の
人
」
ー
の
「
山
水
を
愛
」
し
て
の
遍
歴
と
し
て
叙
述
を
展
開
し
て
い
る
。
4
《
U
V
つ
「
霊
師
を
送
る
」
詩
(
貞
元
二
十
年
)
も
、
陽
山
で
僧
を
送
別
す
め
る
こ
と
、
「
送
忍
師
」
詩
の
状
況
と
同
じ
だ
が
、
そ
の
遊
行
は
む
し
ろ
い
れ
劉
師
命
に
似
て
い
る
。
士
大
夫
と
し
て
の
コ
l
ス
を
途
中
で
は
ず
れ
朋
て
、
霊
師
を
夢
中
に
さ
せ
た
も
の
は
、
囲
碁
、
博
突
、
詩
、
酒
、
歌
ー
ー
の
劉
師
命
の
よ
う
な
女
色
は
含
ま
れ
な
い
も
の
の
、
お
よ
そ
仏
徒
に
は
一-一
一
ふ
さ
わ
し
か
ら
ぬ
快
楽
町
追
求
で
あ
っ
て
、
そ
れ
に
加
え
て
「
勝
を
の
尋
ね
て
険
を
悌
ら
ず
」
、
危
険
を
冒
し
て
の
諸
国
放
浪
の
旅
が
、
こ
の
叫
詩
で
も
全
九
十
句
の
大
半
を
占
め
る
。
と
り
わ
け
念
入
り
に
描
写
さ
晴
れ
て
い
る
の
は
、
塁
間
峡
の
急
流
で
船
が
転
覆
し
、
霊
師
を
除
く
同
噛
乗
者
全
員
が
水
死
し
た
事
故
で
あ
る
が
、
そ
の
惨
事
も
「
霊
師
は
懐
古
T
A
3
に
掛
け
ず
、
冒
渉
道
転
た
延
よ
」
、
気
に
も
と
め
ず
に
冒
険
の
旅
を
5
続
け
る
霊
師
に
、
韓
愈
は
魅
き
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
陽
山
の
地
は
そ
う
し
た
遍
歴
者
た
ち
が
流
れ
つ
く
果
て
と
し
て
、
体
験
談
を
聞
く
機
会
が
多
か
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
霊
師
は
「
縦
横
に
諮
俗
を
雑
え
、
積
層
も
恥
な
羅
穿
」
、
俗
語
を
ま
じ
え
な
が
ら
事
細
か
に
再
現
し
て
み
せ
る
話
術
を
あ
ち
こ
ち
で
披
露
し
て
い
た
ら
し
い
。
「
送
霊
師
」
詩
は
地
方
の
太
守
の
聞
に
寄
食
し
な
が
ら
遍
歴
を
続
け
る
当
時
の
詩
僧
の
生
態
を
知
る
記
録
資
料
と
し
て
も
興
味
深
い
。
遍
歴
し
な
が
ら
そ
の
体
験
を
諮
っ
て
聞
か
せ
る
人
が
あ
り
、
そ
れ
を
享
受
す
る
層
が
あ
り
、
そ
し
て
そ
れ
を
韓
愈
の
よ
う
に
文
学
に
再
構
成
す
る
人
が
い
た
こ
と
を
、
こ
の
詩
は
伝
え
て
い
る
。
韓
愈
が
こ
の
よ
う
に
人
的
遍
歴
の
話
を
熱
心
に
聞
き
、
そ
れ
を
詩
に
再
現
し
て
い
る
こ
と
は
、
彼
ら
の
遍
歴
そ
の
も
の
に
並
々
な
ら
ぬ
関
心
を
抱
い
て
い
た
こ
と
を
証
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
一
体
何
を
意
味
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
と
り
わ
け
陽
山
に
い
た
時
期
に
集
中
し
て
い
る
こ
と
は
、
遍
歴
者
と
出
会
う
機
会
が
多
か
っ
た
の
み
な
ら
ず
、
韓
愈
自
身
も
一
部
を
体
験
し
、
好
奇
心
を
触
発
さ
れ
た
南
方
の
風
土
へ
の
関
心
が
彼
ら
の
話
を
過
し
て
満
た
さ
れ
た
り
、
あ
る
い
は
ま
た
韓
愈
の
抱
い
て
い
た
被
害
者
意
識
が
更
に
険
阻
な
旅
の
体
験
を
聞
く
こ
と
に
よ
っ
て
慰
撫
さ
れ
た
り
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
が
、
私
に
は
韓
愈
が
荒
々
し
い
未
開
の
空
聞
の
放
浪
に
魅
き
つ
け
ら
れ
た
心
情
は
、
彼
が
精
神
の
領
域
に
お
い
て
従
来
的
秩
序
づ
け
ら
れ
た
枠
組
を
破
っ
て
奔
放
に
践
渉
し
た
こ
と
に
対
応
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
劉
師
命
も
富
山
師
も
霊
師
も
、
彼
ら
を
流
浪
に
駆
り
た
4
て
た
実
際
の
動
機
が
何
で
あ
っ
た
か
に
は
触
れ
ら
れ
ず
、
「
少
き
昏
り
5
5
 
軒
軽
に
し
て
常
的
俸
に
非
ず
(
「
劉
生
」
詩
)
、
「
乃
ち
是
れ
不
識
の
人
」
(
「
送
恵
師
」
詩
)
、
「
逸
志
教
、
え
に
拘
わ
れ
ず
、
軒
騰
に
し
て
牽
輩
を
断
つ
」
(
「
送
霊
師
」
詩
)
、
い
ず
れ
も
不
鵠
奔
放
な
そ
の
人
と
な
り
と
放
浪
生
活
と
が
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
・
っ
て
、
彼
ら
の
精
神
の
横
溢
は
ま
さ
に
韓
愈
自
身
の
も
の
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
五
お
わ
り
に
以
上
に
挙
げ
て
き
た
韓
愈
の
詩
的
中
の
人
物
た
ち
は
、
の
方
向
に
向
か
っ
て
当
時
の
世
聞
か
ら
逸
脱
し
、
そ
の
す
さ
ま
じ
い
逸
脱
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
孟
郊
は
「
古
」
に
完
全
に
同
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
今
の
世
か
ら
は
じ
き
出
さ
れ
、
慮
八
エ
は
世
俗
を
激
し
く
拒
否
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
貧
し
く
拙
い
生
き
方
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
劉
師
命
は
奔
放
な
流
浪
生
活
町
中
に
生
を
燃
焼
さ
せ
た
こ
と
に
よ
っ
て
老
い
て
行
き
場
を
失
な
っ
た
。
そ
の
た
め
に
い
ず
れ
も
進
退
極
ま
っ
た
彼
ら
に
対
し
て
、
韓
愈
は
保
護
者
と
な
り
助
言
者
と
な
っ
て
い
る
の
だ
け
れ
ど
も
、
実
は
彼
ら
の
人
間
像
的
中
に
は
な
に
が
し
か
韓
愈
自
身
が
投
影
さ
れ
て
い
る
。
「
古
」
の
理
念
に
徹
し
た
孟
郊
が
韓
愈
と
重
な
り
合
う
こ
と
は
言
、
つ
ま
で
も
な
い
。
経
学
・
文
学
に
お
け
る
因
襲
の
拒
絶
は
韓
愈
と
虚
全
に
共
通
す
る
。
劉
師
命
の
放
浪
は
韓
愈
の
ひ
そ
や
か
な
希
求
を
反
映
し
た
も
の
だ
。
し
か
し
な
が
ら
、
韓
愈
は
孟
郊
の
よ
う
に
時
代
錯
誤
の
ま
ま
そ
れ
ぞ
れ
終
ら
な
か
っ
た
し
、
虚
全
の
よ
う
に
反
俗
を
貫
き
も
し
な
か
っ
し
、
劉
師
命
の
よ
う
に
放
浪
も
し
な
か
っ
た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
そ
う
し
て
み
る
と
、
こ
れ
ら
の
人
物
は
韓
愈
自
身
が
懐
包
し
て
い
た
も
の
を
、
実
在
の
人
物
を
通
し
て
実
現
さ
せ
て
み
た
姿
と
い
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
詩
の
中
の
人
物
は
韓
愈
自
身
で
は
も
ち
ろ
ん
な
い
し
、
孟
郊
・
慮
全
・
劉
師
命
の
実
際
の
姿
そ
の
も
の
で
も
な
い
。
韓
愈
と
彼
ら
を
結
ん
だ
線
の
延
長
上
に
描
き
出
さ
れ
た
像
な
の
で
あ
る
。
注
(
1
)
緯
愈
の
作
品
の
引
用
は
、
詩
は
銭
仲
聯
集
釈
『
韓
昌
駒
市
詩
繋
年
集
釈
』
(
一
九
八
四
、
上
海
古
籍
出
版
社
。
以
下
『
集
釈
』
と
略
す
)
、
文
は
馬
其
一
副
校
、
注
・
馬
茂
元
整
理
『
斡
昌
繋
文
集
校
注
』
(
一
九
八
六
、
上
海
古
籍
出
版
社
。
以
下
『
文
集
』
と
略
す
)
に
よ
り
、
併
せ
て
そ
の
巻
数
を
記
す
。
た
だ
し
排
印
本
に
は
時
に
魯
魚
町
誤
り
が
ま
じ
る
の
で
(
こ
と
に
『
集
釈
』
下
冊
)
、
来
雅
堂
本
『
韓
昌
模
集
』
等
を
参
照
し
た
。
『
文
集
』
巻
一
。
(
2
)
「
為
人
求
腐
書
」
(
『
文
集
』
拳
ニ
)
で
は
、
「
某
阿
木
在
山
、
馬
在
持
、
過
之
而
不
願
者
雄
目
黒
千
万
人
、
未
為
不
材
与
下
乗
也
、
及
至
医
石
過
之
而
不
明
、
伯
楽
遇
之
而
不
服
、
扶
後
知
其
非
棟
梁
之
材
、
超
逸
之
足
也
」
と
反
転
し
て
用
い
て
い
る
。
(
3
)
「
与
子
襲
陽
書
」
(
『
文
集
』
巻
三
)
に
「
士
之
能
享
大
名
顕
当
世
者
、
英
不
有
先
達
之
士
負
天
下
之
望
者
為
之
前
駕
」
と
い
う
。
(
4
)
『
集
釈
』
巻
一
の
「
孟
生
詩
」
注
に
「
(
宋
・
方
癌
卿
『
韓
集
)
挙
正
』
云
、
焚
(
汝
霜
)
本
作
『
送
孟
郊
詩
』
」
。
(
5
)
『
集
釈
』
巻
一
.
詩
的
繋
年
は
同
書
に
よ
る
。
(
6
)
『
集
釈
』
巻
一
。
(
7
)
「
酔
留
東
野
」
、
『
築
釈
』
巻
一
。
(
8
)
「
示
児
」
、
「
集
釈
』
巻
九
。
(
9
)
「
答
孟
郊
」
、
『
柴
釈
』
巻
一
。
(
叩
)
『
集
釈
』
巻
一
。
(
日
)
「
落
歯
」
「
贈
侯
喜
」
「
瀧
吏
L
な
ど
の
諸
筒
。
韓
愈
の
自
己
戯
画
化
的
手
法
に
つ
い
て
は
っ
斡
愈
と
白
居
易
対
立
と
融
和
」
(
『
中
国
文
学
報
』
第
四
十
一
冊
、
一
九
九
O
)
を
参
照
。
(
ロ
)
「
寄
虚
全
」
、
『
集
釈
』
巻
七
。
(
日
)
「
酬
司
門
慮
四
兄
雲
夫
院
長
望
秋
作
」
、
『
集
釈
』
巻
七
。
)
(
H
)
拙
稿
「
奇
申
・
唐
に
お
け
る
文
学
言
語
の
規
範
の
逸
脱
」
(
『
東
北
大
学
長
文
学
部
研
究
年
報
』
第
三
O
号
、
一
九
八
O
)
参
照
。
川
(
日
)
『
文
集
』
巻
七
。
ー
(
日
)
「
浮
島
口
」
の
語
義
に
つ
い
て
、
銭
仲
聯
は
「
此
処
作
全
家
解
、
与
称
妻
イ
為
部
家
之
義
異
」
と
注
し
て
い
る
が
、
で
き
れ
ば
妻
町
立
で
解
し
た
い
。
ぐ
(
げ
)
『
集
釈
』
巻
二
。
M
B
)
『
築
釈
』
に
引
く
方
世
挙
の
注
に
「
劉
生
本
楽
府
旧
題
」
と
い
い
、
玉
像
元
啓
の
注
に
「
題
目
劉
生
、
与
孟
生
詩
同
旨
、
或
以
為
楽
府
古
題
、
非
是
」
聞
と
い
う
。
円
一
(
日
)
『
集
釈
』
巻
二
に
「
問
梨
花
発
贈
捌
師
命
」
「
梨
花
下
贈
劉
師
命
」
の
-
一
三
首
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
ご
(
初
)
「
八
月
十
五
日
夜
贈
張
功
曹
」
、
『
築
釈
』
巻
三
。
和
{
幻
)
『
集
釈
』
巻
因
。
の
(
泣
)
『
集
釈
』
巻
囚
。
嚇
(
お
)
『
集
釈
』
巻
二
。
動
(
叫
)
「
初
南
食
胎
元
十
八
協
律
」
『
集
釈
』
巻
十
一
。
韓
(
お
)
「
答
柳
柳
川
食
蝦
暮
」
『
集
釈
』
巻
十
一
。
(
お
)
「
送
恩
師
」
、
『
集
釈
』
巻
二
。
(
幻
)
「
送
蚕
師
」
、
『
集
釈
』
巻
二
。
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